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「イスラム」 「左翼」 「世俗」といったイデオロギー分類で運動を一括して理解できない点で、政変の顔が見えないところにある。では、その見えにくい顔にどのようにアプローチす か。
特定の指導者や組織を見出しにくいことの背景と
して、フェイスブックをはじめとするインターネットを利用した新しい通信コミュニケーション技術の発達が指摘されている。パレスチナ地域を研究してきた錦田愛子は、この地域の人々が従来どのようなコミュニケーション 行っ きたかを踏まえたうえで、その延長上にフェイスブックを位置づけることで新しいメディアの役割を評価しようとす 錦田はフェイスブックが住民訴訟型の要求を示 メディアとして機能していることを紹介しているが、このことは、新 いメディアが為政者と住民 つなぐコミュニケーションの場となっていることを意味する。第Ⅰ部 高原明生
論文でも、インターネット上で為政者と民衆が互いに相手の動向を伺いながらメ セージを発信しあっていることが指摘されている。インターネットを為政者と住民のどちらにとってより有利なメディアであるかという観点から捉えるのではなく、為政者と住民との新しい対話 場 して捉える姿勢をみることが きる。
見えない顔にアプローチするもう一つの方法は、
世論調査などの統計的手法を活用し 、新しい観点からデータを作り直すことである。 「アラブの春」は中東域内で伝播 たが、その現れ方や争点は国ごとに大きく異なっていた。このことは、国境 越えた思想や連帯に注目するアプローチだけでは、この地域の人々の動 を理解でき ことを示している。髙岡豊は「アラブの春」における中東諸国の運動が実質的には一国単位で 首長の追い出しに留まっている現実を示した上 、国境で区切られた領域内で育まれた国ごとの人々の意識に注目し、世論調査をもとに分析を行っている。そこでは、人々が国ごとに固有の課題を認識し だけでなく 国際政治の動向や中東地域における自 の 置づけを意識している姿が示されている。
（にし・よしみ／京都大学地域研究総合情報センター）
